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三次元電磁 hybrid code simulation により、Near Earth Neutral Line における磁気再結合現象の GSM 座標 

x 軸方向に関する非対称性について調べる。 
過去の衛星観測によると、NENL における磁気再結合において earthward と tailward で非対称な構造を呈す

ることが知られている。earthward flow は密度、流速ともに tailward flow に比べ規模が小さく、更に flow の
向きは PSBL において沿磁力線成分が卓越することが報告されている。 
本研究では、初期条件として、Harris 平衡解の磁場構造に dipole 磁場成分を付加して、シミュレーションを

実行する。 
 
 
過去の衛星観測により、Near Earth Neutral Line における磁気再結合現象において earthward と tailward で

非対称な構造を呈することが知られている。plasma flow に注目すると、tailward には高密度、高速流であるプ
ラズモイドが観測されるのに対して、earthward flow は、密度、流速ともに tailward flow に比べ規模の小さい
ものであり、更に PSBL で沿磁力線方向の速度成分が卓越することが報告されている。また、plasma sheet 内に
おいて観測される Bursty Bulk Flow(BBF)の様に高速流の継続時間が数分程度であることも大きな特徴である。 
そこで本研究では、三次元電磁 hybrid code simulation により NENL に関連して起こる GSM 座標 x 軸方向に

関する非対称性について調べることにする。磁場に関しては Harris 平衡解に dipole 磁場成分を付加して、シミュ
レーションを実行した。本講演では、その計算によって得られた初期結果について報告を行う。 


